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１．審議テーマに係る地域の現状・取組事例の確認等

 課題調査部会における、審議テーマに係る検討は、次のとおり進められました。

 ①取組の⽬標や対象（ターゲット）の設定（第１回課題調査部会）
   第 1 回部会では、⽬標や対象（ターゲット）の設定、課題解決に向けた取組提案を
  検討していく⽅向性について議論しました。
  〔⽬標の設定 主な意⾒〕
   ・注⽬度の⾼い武蔵⼩杉駅周辺から区全体のイメージアップを図ってはどうか。
   ・「⽇本⼀を⽬指す」など分かりやすく、インパクトのある⽬標があると良い。
   ・区⺠会議としてのメッセージを発信し、仕組みとして継続されるものを⽬指す。
  〔ターゲットの設定 主な意⾒〕
   ・地域の商店や企業…参加・連携することで、地域活動がさらに活発になる。
   ・⼦ども…保護者にも取組が伝わる。地域の将来を担う⼈材も育つ。
   ・地域に参加しない、ルールやマナーを守らない⼈…アプローチの⼿法が課題。
  〔取組提案検討の⽅向性〕
   ■啓発・ルールづくり、意識改⾰の取組
   ■学校と地域、環境教育の取組
   ■イベント・キャンペーンなど周知の取組

 ②区内外の既存の取組事例・施策の確認（第２回課題調査部会）
   第 2回部会では、区内外の既存の取組や、市・区の施策等について調査、確認を⾏
  いました。

Ⅲ 地域課題の解決に向けた取組提案の検討

〔川崎市のごみ施策の現状と課題〕
 環境局⽣活環境部廃棄物政策担当係
⻑を招き、説明を受けました。ごみ分
別の分かりやすさの向上、⾃分でごみ
を出せない⼈への⽀援等の課題、市廃
棄物減量指導員（中原区内では 250 世
帯に⼀⼈）の活動等の現状などについ
て確認しました。
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  〔区内外の取組事例〕
   区内外のごみ施策や環境関連の取組事例について学び、意⾒交換しました。
  ■川崎市の各種広報資料…ごみの出し⽅の多⾔語資料、転⼊者配布資料など
  ■NPO 法⼈⼩杉駅周辺エリアマネジメントの早朝清掃活動…多世代が参加する活動
  ■ＣＣ等々⼒ エコ暮らしこフェア…ＣＣ等々⼒（市・川崎フロンターレ・富⼠通・ 
    公園緑地協会 )主催の “エコ暮らし” を学ぶ体験・参加型イベント
  ■３Ｒ推進広報⼤使…ご当地アイドル川崎純情⼩町☆を起⽤したごみ減量キャンペーン
  ■スポーツ GOMI 拾い…多世代で取り組めるごみ拾いを題材とした新たなスポーツ
  ■仙台ワケルネット…仙台市のごみ減量・リサイクル情報総合サイト
  ■多摩市リサイクル＆エコロジー情報誌「ACTA」…ごみの分別の仕⽅や地域の事業
    者の取組、減量⽇本⼀を⽬指した統計等の掲載記事

 

  NPO法⼈⼩杉駅周辺エリアマネジメントの早朝清掃活動の様⼦    多摩市リサイクル＆エコロジー情報誌「ACTA」

 ③取組の体験（落書き消し活動の実践）
   「実際に活動の現場を体験することも⼤切」との意⾒から、取組を体験しました。
  〔中原区まちづくり推進委員会プロジェクト「ミッションは落書き消し」〕
                       2 ⽉ 12 ⽇（⽊） 参加委員：10 名

第５期中原区区⺠会議 中間報告書

○スプレー缶やライター
　「有害性ごみ」でお願いします！
○イベント・お祭りのごみ減量
　「リユース食器」をご活用ください！

トレイ削減の新たな工夫を開始 
西友永山店

多摩市(20年度）

14 位　多摩市

400 450 500 550 600 650 700

○都営聖ヶ丘1丁目自治会
○あたご第2ブロック自治会
○連光寺パシーナ管理組合

1 位　 町 田市
2位　東村山市
3位　八王子市
4 位　 清瀬市
5 位　 日野市
6位　東久留米市
7位　西東京市
8 位　 立川市
9位　小金井市
10 位　青梅市

　今年の4月から実施させていただきました「有料指
定袋によるごみ収集」は、当初新しい分別がわかりに
くかったり、指定袋が品不足になったりとご迷惑をお
かけしました。

　現状は市民の皆様の資源分別
や、ごみになるものを選ばないな
どの努力のおかげで、初年度の目
標「15％のごみ減量」で推移して
います。皆様のご尽力に心から感
謝申し上げます。
　11月5日号「たま広報」の1面
でも取り上げましたが、ごみ減量
15％という目標は、市民1人1日
当たりでは87グラムの減量です。
標準的な4人家族では1日384グ

今年4月以降、
ごみ減量の成果とは? 　　　　       1

ラム、1ヶ月では約10㎏、１年ではなんと120㎏もの
ごみ減量になります。

　多摩市の平成19年度のごみ量は、多摩地域26市中
22位と、ワースト5位でした(ごみ量のみで比較)。一
方平成20年度は、4～11月のペースのまま、来年3月
まで推移すると、多摩地域で上位のごみ減量のまちにな
ります。多摩地域は資源化率が37％と全国一高いこと
から、多摩市が日本で一番ごみが少ないまちになること
も夢ではありません。
　そのためにも、家庭にごみになる物を持ち込まないラ
イフスタイルで、地球温暖化対策にも有効で、環境に優し
いごみの少ない街、多摩市にしたいと切に願っています！
　市民・事業者・行政が協働して進めるごみ減量。『め
ざせ！ごみ減量日本一のまち』をスローガンにして、5
年後に25％の減量目標を達成できるよう、今後もご協
力をお願いいたします。

めざせ! 
ごみ減量日本一のまち

特  

集

●レジ袋やトレイを減らす取り組み

　大手スーパーの西友は、昨年6月からレ
ジ袋を辞退すれば2円割引するサービスを
開始しました。さらに今年4月の有料指定
袋制の開始後はレジ袋の辞退率が増加、永
山店では約6割となっています。
　また同社では、最近トレイ削減のため、
トレイにのせて販売していた冷凍エビを、
真空パック包装に変更。今後は、ほかの商
品にも導入する予定だといいます。同時に、
トレイだけでなく、ペットボトルや紙パッ
クの店頭回収にも力を入れています。

●店頭回収量が大幅に増加

　今回、西友永山店を取材しましたが、特
に有料指定袋制に移行した4月以降、紙
パック、ペットボトル、トレイの回収量が
大きく増加したそうです。
　新制度に移行前の1～3月の平均と、移
行後の4～10月の平均を比較すると、4
月より多摩市の収集から店頭回収に切り替
わった紙パックは1.9倍に増加。ほかにも
ペットボトルが1.7倍、トレイが1.2倍に
なっています。
　そのため、店内の回収ボックスがあふ
れてしまわないよう、日に３～４回も回収
して保管。定期的に回
収業者にわたしていま
す。このような見えな
い努力に支えられて、
店頭回収が行われてい
るんですね。

ごみ減量 各地域では
どんな取組が行われているの?    2 3

情報コーナー        　　　　　　    4

ごみ減量 事業者の取組　　　    　  4

ごみ減量のため日々活躍する市民ボランティア「廃棄物減量等推進員」が集
まる会議で撮影。「ごみ減量日本一のまち」の方針を確認した

(会議は5カ所で実施。残りの4カ所の写真は2ページに掲載)

　スプレー缶・カセット式ガスボン
ベやライターが「燃やせないごみ」
に入っていたため、収集作業中に火
災事故が発生するという事故が起こ
っています。
　スプレー缶・カセット式ガスボン
ベやライターは、燃やせないごみで
はありません。必ず「有害性ごみ」
で捨ててください！

スプレー缶やライター
「有害性ごみ」でお願いします！

　多摩市では、市民の皆さんが主催するイベ
ントやお祭りで使っていただくため、リユー
ス食器を無料で貸出しています。 
　地球にも、お財布にもやさしいリユース食
器を、ぜひ活用してください。数に限りがあ
りますので、予約はお早めにお願いします。
３か月前から予約を受けつけています。

スプレー缶・カセット式
ガスボンベ　
ライターの捨て方

多摩市長  渡 辺 幸 子

レジ袋辞退率の推移（西友永山店）

種　類 個　　　数

リユース
カップ
450cc

ポリプロピレン製、100
または200個単位で貸し
出し。貸出可能数800個

汁　椀
400cc

フェノール樹脂と木粉の
成型品、ウレタン塗装。
45個入ケースと70個入ケ
ース。ケース単位で貸し
出し。貸出可能数230個

塗り箸
木製塗り箸。50または
100膳単位で貸し出し。
貸出可能数400膳

「リユース食器」をご活用ください！
イベント・お祭りのごみ減量
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店頭回収量の推移（西友永山店）

［単位％］

［単位 kg］

店内に置かれた資源回収ボックス。
「家庭ごみを捨てないでください」
のはり紙が…

20年度の多摩市の実績は、
今年11月までのもの。仮に
来年3月まで、このペースで
ごみ減量を続ければ、多摩地
域の1位も可能な状態です。
しかし、どの自治体も頑張っ
ています。この先進地域の中
でナンバー1になれたらすご
いことです。

市長とごみ減量標語の最
優秀賞塩澤君のツーショッ
ト。5月の「ごみゼロＤＡ
Ｙ」のキャンぺーンで

実際に収集車内で発火した
時のようす
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多摩地区 ごみ量が少ない ランキング

このままのペースだと、
14位から１位にアップする

可能性大！

日に３～4回、満杯になった回
収ボックスの資源をリサイクル
置き場に運んでいる

① 必ず中身を使い切る
② 分別は以下の通り
専用集積所のある集合住宅
みどり色の有害性ごみ容器へ

戸建住宅や
専用集積所のない集合住宅
透明か半透明の袋に入れて、燃
やせないごみ(有料指定袋)とは
分けて出してください

（平成19年度、ごみ＋資源の市民1人1日あたり）

① すぐにごみとなるものを持ち込まない

② 生ごみの自家処理(庭に埋める、処理機器を使う)

③ 資源は店頭回収、集団回収に積極的に出す

10月25日～26日「ハロウィンin多摩センター
2008」、リユース食器を活用する多摩青年会
議所主催の炊き出しブース

トレイ削減の新たな工夫を開始　西友永山店

【問い合わせ先】 エコプラザ多摩内 ごみ対策課  電話 042-338-6836 発行日：平成20年12月　発行：多摩市　企画・編集：エコプラザ多摩内 ごみ対策課　電話042（338）6836
編集協力：五木田勉　印刷：太田商事㈲　協力:たまごみ会議　

さらなるごみ減量をめざして、4月から始まった「有料指定
袋によるごみ収集」と新しい分別方法。
その結果、なんと「ごみ減量日本一のまち」になれるほどの
成果が出ています。皆様のご協力に感謝して、市長のメッセ
ージをお届けします！

今年4月以降、ごみ減量の成果とは？
めざせ ごみ減量日本一のまち

ごみ減量 多摩市
エコショップ認定店

※再生紙を使用しています

 「中原区まちづくり推進委員会」が取
り組んでいる落書き消しの活動に参加
し、店舗のシャッターや案内サインな
どの上に描かれた落書き消し作業を体
験しました。委員たちは落書きの数や
作業の⼤変さに驚く⼀⽅で、実践を通
じて、活動する姿を⾒せることの⼤切
さを痛感する体験となりました。
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２．課題解決に資する取組提案の検討

 ①課題解決に資する取組提案の検討（第３回課題調査部会）
   第３回部会では、これまでの委員の意⾒を整理した取組提案が⽰され、その実現性  
  や緊急性、連携の可能性などを考慮し、第 5 期区⺠会議として提案する内容について、
  詳細の検討や絞り込みを⾏いました。
   その結果、まとまってきているのが次の６つの提案（詳細は次ページ以降）です。
 
 【課題解決に資する6つの取組提案⼀覧】

Ⅲ 地域課題の解決に向けた取組提案の検討

      コラム：これまでの区⺠会議の審議結果から⽣まれた取組①

　　　　子育てふれあいカフェの開催
　　　　審議テーマ「⼦育て家庭と地域をつなぐ⼈と場づくり」（第４期）

 ⼦育ての孤⽴感、負担感を解消する⽬的で、親⼦が共に
楽しみながら参加できる「⼦育てふれあいカフェの開催」
が平成２６年３⽉１８⽇に、区役所で開催されました。ミ
ニコンサートや⾷育についての講演、幼児向けのおやつの
レシピ配布や試⾷も実施。乳幼児健診と合わせて開催した
ことで、たくさんの親⼦に楽しんでいただきました。
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 ②取組提案のまとめ（検討中）
   部会の検討結果を踏まえ調整中の 6つの取組提案の具体的な内容は、次のとおりで
  す。平成 27年 5⽉に開催が予定されている第 4回部会で最終的な内容の調整、とり
  まとめを⾏う予定です。

第５期中原区区⺠会議 中間報告書

提案① 「きれいなまちづくり活動」アンケート調査

解決したい地域課題
■既存の活動の実態や課題・⼯夫等
 の情報が充分把握、整理されてい
 ない

課題解決の⽅向性
■既存の活動団体の現状調査を実施
 し、調査結果の整理・活⽤を図る

取組内容
■「地域コミュニティ」の結びつきを強める幅広い「き
 れいなまちづくり活動」（区⺠の⼼の交流を図る活
 動なども含む）について、アンケート調査を実施
 して情報を収集
■区内の町内会・⾃治会、事業者、学校、商店街、
 市⺠活動団体などを対象に調査票を配布
■「きれいなまちづくり活動」の実践内容や⼯夫点、
 課題などについて伺い、得られた情報を他の取組
 提案の推進に活⽤

取組の推進・検討課題
■回答の集計・情報のまとめ・整理
 の⽅法
■回答から得られた情報の発信や活
 ⽤の⽅法…新たな情報発信や連携
 先・担い⼿発掘等

取組の担い⼿
■調査票の配布…⾏政、各委員が持つ
 ネットワークの活⽤、区HP上での
 ⼊⼒フォームの公開など
■情報の発信・活⽤…⾏政と活動団体
 の連携

取組スケジュール（案） 期間：平成 26 〜 27 年度
①「きれいなまちづくり活動」アンケート調査票の作成と配布（平成27年3⽉〜4⽉実施）
②回答の集計・情報のまとめ
③得られた情報を他の取組提案の推進に向けて活⽤（担い⼿の育成、キャンペーンなど）

「きれいなまちづくり活動アンケート」
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Ⅲ 地域課題の解決に向けた取組提案の検討

提案② 中原区版 仕分けの達⼈ゲームの制作と活⽤

解決したい地域課題
■ごみの正しい分別⽅法や、再資源
 化の意義や効果が分かりにくい
■ごみの分別意識が低い区⺠が存在

課題解決の⽅向性
■ごみの正しい分別⽅法について、多
 くの区⺠が、多世代で、楽しみなが
 ら学び、体験できる場を創出する 

取組内容
（1）仕分けの達⼈ゲームの制作 
■ごみの正しい分別⽅法を楽しみながら学 
 べる中原区版「仕分けの達⼈ゲーム」の制
 作（環境局作成の「ごみ分別ゲーム」などを
 基本に、ごみの分別に迷うものを取り上げる。） 
■区のキャラクターを盛り込むなど、中原 
 区らしく、親しみやすいツールとする
■⼦どもにも分かりやすいルールや、英語等の表記などを⼼がける

（2）仕分けの達⼈ゲームの活⽤ 
■区内イベントや環境教育の場への出展で、来場者が挑戦できる場を設置 
■廃棄物減量指導員等による活動を展開
■⼦育てサロンやいこいの家のふれあい会⾷会など、地域住⺠が集う場で、ミニ
 講座などを開催

取組の担い⼿
■制作…区⺠会議委員・区⺠の有志と、
 ⾏政の協働 
■活⽤…各イベントの実⾏主体、廃棄
 物減量指導員等との連携

取組スケジュール（案） 期間：平成 27 〜 28 年度
①ゲームの詳細を検討・決定した上で、試作版を制作し、区内イベント等での
 試⾏実施・検証を⾏う
②ゲームツールを完成させ、活⽤する

取組の推進・今後の検討課題
■ゲームのルールや仕組み、形式、  
 配布⽅法等
■活⽤の場の検討 …区内イベント、
 地域における会合、教育の場など 

中原⽣活環境事業所による区内⼩学校での
出前講座
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第5期中原区区⺠会議 中間報告書

提案③ ⼈形劇による美化・リサイクルの啓発 

解決したい地域課題
■ごみの正しい分別⽅法や、再資源
 化の意義や効果が分かりにくい
■ごみの分別意識が低い区⺠が存在

課題解決の⽅向性
■区の将来を担う⼦ども世代から、
 ごみの分別やまちの美化への関⼼
 を喚起する 

取組内容
中原区市⺠提案型事業を活⽤した
            啓発⼈形劇の展開
■⽣活習慣（⻭磨き等）をテーマとした⼈形
 劇で実績のある「フロンターレで毎⽇元気 
 いっぱい !! 推進事業」の「美化・リサイク
 ル版」として取組への⽀援・協⼒を⾏う
■分別の理由やリサイクルの効果、「まちがき
 れいだとみんなが嬉しい」などのメッセージ
 を脚本・演出等へ盛り込む 
■区内幼児を対象とした取組を検討するとともに、⼩学校⼊学を控えた就学前児
 童の集まるイベントの場などで展開する

取組の担い⼿
■⼈形劇団ひとみ座の協⼒の下、
 川崎フロンターレ中原アシスト
 クラブにより、平成  年度 
 市⺠提案型事業に申請され採択
■区⺠会議として PR ⽀援等の実
 施

取組スケジュール（案） 期間：平成26〜 27年度
①区⺠会議による脚本等への要望事項の整理→関係者への伝達 
②区⺠会議としての側⾯⽀援の実施…広報⽀援や、効果的な開催⽅法等
  市⺠提案型事業としての実施となるが、区⺠会議提案事業としても⽀援

取組の推進・今後の検討課題
■脚本等の作成（メッセージの盛り込み
 等） 
■活⽤の場の検討 
 ⼦育てイベント等での展開、将来にお
 ける動画の記録やネット上公開など
■広報⽀援等、⽀援・協⼒の⽅法の検討 

区内の⼈形劇団ひとみ座の伝統技術や、川崎
フロンターレのキャラクターや応援歌を活⽤
した楽しい⼈形劇が上演されている

27


